て 集中 爆撃 をう け、 そのため にこの 鉱山 はめち やめ 

ちゃに な つ た。 

坑道の 入口 はたた きつぶ され、 変電所 も 動力 室 も 事 

務所 も、 あとかた なく 粉砕され てし まった。 坑道 を 

通って 外へ 鉱石 を はこび 出す ための ケ— ブル 吊 下げ 式 

うんぱんき 

の 運搬 器 も、 その 鉄塔 も、 爆風の ため 吹き とんで しま 

こ 1 つ さく 

い、 今 は 切れ切れ になった 鋼索が、 赤い 土の あいだ か 

ら、 枯草 のように 顔 を 出して いる だけであった。 

それよりも、 すごい 光景 は、 この 鉱山の 上に 爆弾が 

集中され たため、 山の 形が すっかり かわって しまって、 

地獄 谷の ような ありさま になって いる こと だ。 その 間 



しかし これから 先が 問題で ある。 働き なれたな つか 

しい 鉱区の 中 は、 いったい どんなに なって いるの であ 

) ) ^ o 

ろう 力 

にぎりめし 

三人 は、 そこで 持って きた 握飯 をた ベ、 水筒から 水 

をのんで 元 気をつけた。 

それから いよいよ 中へ 入って いったの である。 

ところが 坑内 は、 意外に もき ちんと していた。 もつ 

ともこ こ はそうと う 深いと ころで も あるし、 地質 も 

しっかりして いるので、 きちんと している ことが むし 

ろ あたりまえだった。 だが 地上の あのす ごい 光景に 

びっくり させられた 三人 は、 第 八十 八 鉱区の この 無事 



「鎧です つて。 鎧です か、 これ は。 しかし、 きちんと 

体に あ つ て いますよ」 

「きちんと 身体に 合って いる 鎧 は、 今までに もない こ 

き し 

とはありません よ。 中 世紀の ョ ー 口 ツバの 騎士 は、 こ 

れに 似た 鎧 を 着て いました からね え」 

「中 世紀の ョ ー 口 ツバの 騎士の 話なん かしても、 仕方 

がありません よ。 ここ は アジアの 日本なん だからね え。 

それに 今 は 中 世紀ではありません よ。 それから 何百 年 

こラキ J 

もた つてい る 皇紀 一 一千 六 百 十 年です からね え」 

集った 人々 の 話 は、 いつまで たっても 尽きなかった。 

しかし だれ ひとりと して、 この 奇妙なる 死骸の 正体 を 



そして 大きい 唇 を もった 人物であった。 

「ああ、 みなさん。 あの 奇妙な 死骸が、 どうして こん 

な 深い 地底に あるかと いう ことが、 はっきり わかり ま 

したよ」 

彼 は 太い 音楽 的な 声で、 そういった。 

あつまつ ている 人々 は、 声の する ほう を ふりむいた _ 

「おお、 帆 村さん だ。 帆 村さん、 いつの まに ここへ 来 

られ たのです か」 

と、 一同 はお どろいて、 帆 村の 顔 をう ち ながめた。 

さて この 帆村理 学士 は、 奇妙な 死骸の 謎に ついて、 

い つたい どんな 科学的 解決 を あたえた のであろう か。 



かれはもう いつのまにやら、 しらべ を 始めて いたの だ- 

きば つ 

奇抜な 推理 

「いや あ、 どうも 少し 早す ぎました が、 あんまり ふし 

ぎな 話 を 聞いた ものです からね …… 」 

と理 学士 帆 村荘六 は、 ちょっと きまりが 悪い か、 あ 

と の 言葉 を 笑いに まぎらせた。 

「一向 かまいませんよ。 誰でもい いから、 こんな 気味 

の わるい 事件 は 早く 解決しても らいたい と 思います よ _ 

帆 村 君 は、 どういう 風に 考えて いるので すか」 



骸が、 空から 落ちて きたと 考える の は、 あまりに 奇抜 

すぎる。 

「そうです。 空から 落ちて きたので す。 さっき 見 まし 

たが、 竪坑の 天井が 落ちて いますね。 この 怪物 は、 竪 

坑の中 を まっさかさまに 落ちて きて、 まず この 第 八十 

いきおい すべ 

八 鉱区の 地底に ぶっかり、 その 勢 で 斜面 を 滑って こ 

とま 

の 掘り かけの 坑道の 奥に ぶっかって、 ようやく 停った 

のです」 

「そういう ことがある でしよう か」 と、 次長 はにわ か 

に 信じられない 顔つきであった。 

しょ-つ こ 

「では 証拠 を 見ても らいましょう。 誰に もよ くわ かる 



ぃぞ」 

かなき リ ごえ 

隊長 室 戸 博士 は、 金 切 声で、 助手た ちの 後から 叫ん 

だ。 

駆け だす 天幕の 足 は 早かった。 助手た ち は 息切れが 

してきた。 そして 天幕との 

OH 丄 Is! はだん だん 大きくな つ 

ていく。 

「撃とう。 仕方がない。 撃つ ちまえ」 

「よし」 

助手 は 立 木に 身体 を もたせて、 逃げる 天幕め がけて、 

どかん どかんと ピストル をぶ つ 放した。 銃声 はものす 

こだま 

ごく 木霊した。 だが 天幕 は、 あいかわらず 走りつ づけ 



上って 温 くなる はず だ」 

ようか い へ んげ たた 

「そこが 妖怪変化 だ。 あとで 我々 に 祟り をし なければ 

、 ヽ VT 一 

レレ 力」 

と、 鉱山 事務所の 人々 がかた まって 噂 をして いると、 

後から 別の 声が した。 

たぐ い 

「いや、 あれ は 妖怪変化の 類で はない。 たしかに 生 

ある 者 だ」 

この 声に、 皆 はび つくりして、 後 を ふりむいた。 す 

ると そこに は 帆村荘 六が 立 つ ていた。 

「ああ 帆 村 君 か。 君 は 今まで 何 をして いた …… 。 しか 

し 君の 注意 は あた つ ていたね」 



ちに 一 かたまり、 こっちに 一 かたまり となり、 今 入つ 

てきた 七 人 組 を 横目で にらみながら、 怪物の 噂に 花が 

さいている。 

「あの 七 人 組の 先生が たも、 こんど はすつ かり 手 を 焼 

いたらし いね」 

せっかく 

「しかし、 折角 こっちが つかまえ ておいた もの を、 む 

ざむ ざ 逃がす と は、 なって いない」 

わざ わ 〈- 

「それよりも、 僕 は あの 怪物が きっと これから 禍 を 

なすと 思う ね。 この 鉱山に 働いて いる 者 は 気をつけな 

ければ ならない」 

「あんな 七 人 組なん かよばないで、 帆 村さん に まかせ 



ると き、 帆村荘 六が、 例のと おり 青白い 顔 をして、 部 

屋へ はいって きた。 彼 は 皆に つかまって しまった。 そ 

して 宇宙線が 食える かどう かに ついて、 矢の ような 質 

問 をう けたので あった。 

「宇宙線と いうの は、 X 線 や、 ラジウム などの 出す 放 

射 線よりも、 もっとつ よい 放射線の こと だ」 と、 帆 村 

は、 皆に かこまれて 説明 を 始めた。 

「X 線が 人間の 体 をつ きとお るの は、 誰でも 知ってい 

る。 胸部 を X 線 写真に うつして、 肺に 病気のと ころが 

あるか どうか を しらべ る こと は ご存じで すね。 宇宙線 

は X 線よりも もっと 強い 力で 通りぬ ける。 X 線の 約 三 



千倍の 力が あるので す。 X 線はク ー リッジ 管から 出る 

もの だが、 宇宙線 は 何から 出て くる か。 これ は 今のと 

ころ 謎の まま 残されて います。 しかし 地球 以外の はる 

かの 天空から やってくる 放射線で ある こと だけ は 分 

かってい ます。 だから 宇宙線と いわれる のです。 その 

宇宙線 は、 まるで 機関銃 弾の ように、 いつも われわれ 

人間の 体 をつ きぬけて いる。 しかし われわれ は、 宇宙 

線に さしとおされ ている ことに、 気がつかない のです。 

ァ J の 宇宙線 は、 空 高く のぼって いくほど 数が ふえ ま す。 

それから 宇宙線 は、 更に 大きな 力 を 引出す 働き をし ま 

す。 火薬 を 入れた 函に マッチで 火 をつ ける と大 爆発 を 



「どうし たんだね、 お前さん。 しっかり おしよ」 と、 

お浜 は 胸が わくわく、 目が くらみそう なの を こらえて、 

亭主の 前に まわった。 いや、 前に まわろう としたの だ。 

「あ、 いたいつ」 

お浜 は 急に 体 を 引いた。 誰かに 前から つきとばされ 

たように 感じた からだ。 だが、 お浜の 前に は、 誰もい 

なかった。 喜 作が 自分 をつ きとば したの だろうかと 

思った が、 そうで もない らしい。 喜 作 は あいかわらず、 

すこし 前 のめりに なって、 よたよ たと 足踏み をつ づけ 

ている。 お浜 は 狐に 化かされ たような 気がした。 そこ 

でお 浜 は、 もう 一 S 喜 作の 前へ まわろう とした。 



「ああれ。 なんちゅう ことじ や、 体が 前へ 進まん が… 

〜」 

田 中さん はがんば リ屋 であった から、 一生 けんめい 

がんばって 前へ 進もうと 努力した。 しかし それ はだめ 

であった。 何者と もしれ ず、 前から 自分 を 押し かえし 

ている 者が あった。 もちろん その 者の 姿 は 見えない。 

前へ 進もうと 力を入れれば 入れる ほど、 強く 押し かえ 

される。 顔が おしつぶされて、 呼吸 をす るの が 苦しく 

J ざ 

なる し、 胸板が 今にも 折れそう だ。 脚 は 膝から 下がよ 

く 動く が、 それから 上 は 塀に つきあたって いるよう だ _ 

この 田 中さん の あとに 続いて 来たの は、 三人の 工業 



とうめ いへき 

透明 壁 か 

り ゆ ぅぞ う じ 

「竜 造 寺 兵曹長。 これ はへん だな」 と、 山 岸 中尉が いつ 

た。 この 若い 士官 は、 鉱山の 山 岸 少年の 兄だった。 

「山 岸 中尉 も、 歩け なくなりました か。 どうしたんで 

しょうか」 

竜 造 寺 兵曹長 は、 陽 やけした 黒い 顔の 中から、 大き 

な 目 をむ く。 

「へんだ な あ。 まるで 飛行機で 急上昇 飛行 を 始める と、 

G (万有引力 のこと) が 下向きに かかる が、 あれと 同 



じょう だな」 

「そうですな あ。 あれと よく 似て いますね え。 おや、 

前へ 出ようと すると、 G が 強くな リ ますよ」 

「そうか。 なるほど、 その 通り だ。 どうしたんだろう _ 

おや、 前に 何 か ある ぞ。 手に さわる ものが ある。 柔ら 

かいもの だ。 しかし さっぱり 目に 見えない」 

山 岸 中尉 はついに 手 さぐりで、 怪物の 存在 を 見つけ 

た。 何物と もしれ ず、 ぐに ゃリ とした ものが 手に さわ 

るので あるが、 それ は さっぱり 見えない。 透かして 見 

て も、 つかんで みても、 何も 見えない のであった。 そ 

れは 透明な 柔らかい 壁 —— 、 ふしぎな ものであるが、 



「 …… あれ こそ われわれ 地球人 類に 対して、 恐るべき 

第二の 警報 だと 思う のです。 われわれ はすぐ 立ち上ら 

ねばな りません」 

A* I - レ 手 県 3 し 

「はは はは。 帆 村 君。 君 もす こし 体 を やすめて はどう 

かね。 この間から、 ずいぶん 心身 を 疲らせて いるよう 

だから、 君まで 神経衰弱 になって は 困る よ」 

特別 刑事 調査 隊長の 室 戸 博士 は、 白い 髭 を ひっぱつ 

て、 帆 村 荘六を じろ りと 見た。 帆 村が 「白 根 村 事件 こ 



「さあ、 わかりません」 

「 目： Inrls ヽ CT3 一 

一 木^: 重 レオ」 

博士 は 手袋 を はめてから、 そのね じの 頭の ような も 

てのひら 

の を 掌 の 上に のせて 重さ をた めして みたの だ。 手袋 

を はめた の は、 その 品物の 上に 指紋が ついていた 場合、 

それ を 乱さない 心づ かいであった。 

「はい、 重いです。 金属ら しいです ね。 これ は、 分析 

して みないと わかりません が、 例の 緑色の 怪物の 体 か 

ら、 もぎ とられた 一 部分の ように 思う のです」 

「さあ、 どうかな あ。 坑道に 前から 落ちて いた もの 

じ やない かな。 銅が 鯖び ると、 こんな 風に 緑色になる 



「そうそう、 君に 聞いて おきたい ことがあった。 帆 村 

君、 君 は 例の 怪漢の こと を、 人間と 思って いないと い 

う 話 だが、 本当 かね」 

と 訊く 室 戸 博士 は、 ある 昂奮 を 圧し 隠して いるよう 

に 見えた。 

「は。 それ はま だはつ きりとい いきれ ません が、 私 は 

地球人 類で はない と 思って います」 

「ほほう。 地球人 類で はない というと、 それ は 何 かね。 

人間で ない ものと いうと、 常識で は 解けない じ やない 

ゝ I 

力」 

「それが はっきり 解ける と、 この 事件 も たちどころに 



の 宇宙 戦争 観に、 非常な 共鳴 を おぼえた のであった。 

「たしかに、 そうだ」 

と、 山 岸 中尉 は 軍服の 膝 を、 はたとう つてい つた。 

「十数 億 光年の 広さ を もった この 宇宙に は、 何百 万、 

何千 万と も 知れない 無数の 星が あって、 それが いずれ 

も わが 太陽と 同じように、 光と 熱と を 出して いるの だ _ 

したがって その まわりに は、 わが 地球 同様の 遊星が、 

これ また 何百 万、 何千 万と 無数に あって、 自分で 太陽 

まわ 

のま わり を 廻って いるの だ。 そういう おびただしい 遊 

星の 中で、 地球の われわれが 最も 科学知識に すぐれて 

いると は、 いくら うぬぼれ 者 だって、 そうは 思わない 



「分隊 士、 そうなる と、 われわれ 飛行 科の 者 は、 平常 

か ら 宇宙 戦争 の 尖兵た る 覚悟 で、 勤務せ なきやな らん 

ですな。 これ は 大変 だ」 

兵曹長 は、 いが 栗 頭 を、 太い 指で ぼりぼり とかいた。 

「兵曹長の いう 通り だ。 今の 話で いくと、 これからの 

防空 第一線 は、 成層圏、 いや 成層圏よりも、 もっと 上 

空の あたりになる ぞ。 幕 状ォ— ロラ (極光) が 出て い 

ると ころ は、 地上 三百 キロ メ ー トルの 高空 だが、 あの 

極光 を 背景と して、 他の 遊星 生物の 空襲 部隊と、 壮烈 

なる 一 大空 戦 を 展開す るな どと いう ことになる かもし 

れな いね」 



わが 前進基地 として 確保して おかねば ならぬ。 さあ、 

そうなる と、 今の プロペラで 飛ぶ 飛行機 や、 噴射で 飛 

ぶ ロケット 機な どで は、 とても スピ— ドが 遅す ぎて、 

役に立たない ぞ。 まず 飛行機から 改良して かからに や 

駄目 だ。 十八 歳の 少年 兵のと き、 飛行機に 乗って 火星 

まで 行って、 そこで 引返して 地球へ 戻って きたら、 八 

十八 歳のお じいさん になって いたで は 困る からな あ」 

「十八 歳の 少年が 帰って来たら、 八十 八 歳の 老人に… 

〜。 はつ はつ はつ はつ。 それ は 困る ですな あ。 ぜひ 

もっと 速い 飛行機 を 作っても らいましょう。 はつ はつ 

ばつ まつ I 



いま 

上で 消えて なくなる ところ を 見たん だ。 この こと は 未 

だに 信用して くれる 人が 少ぃ。 しかし 決して 僕の 目 も 

気 も 狂って いなかった。 あれ は 本当 だ。 真実 だ」 

「僕 は、 君が 本当の こと をい つてい ると 信じて いるよ- 

しかも 始めから 信じて いる」 

「ありがとう。 僕 は 君に お礼 をい う」 

と、 児 玉 は 帆 村の 手 を 握って 強く ふった。 

「そこで じ や、 大 問題が 残って いる。 あの 怪物 は、 姿 

を 消した。 しかし 全然 & なくなつ たので はない。 どこ 

かに 居る の だ。 僕たちの 目に は 見えない が、 あの 怪物 

はたし かに 居る の だ。 君 は、 獎 のい うこと を 否定す る 



従 兵が 出て いくと、 この 部屋に は 山 岸 中尉と 帆 村の 

一 一人 きりとな つた。 

「いったい どうしたので すか」 

と、 帆 村が もう 一度 同じ こと をい つた。 

「や あ、 まったく 困って しまったん です。 本日 午前 七 

時、 竜 造 寺 兵曹長 は、 成層圏 機に 乗って ここ を 出発し 

ました。 命令に よると、 兵曹長 は 高度 二 万 五 千メ— ト 

ル まで 上昇す る ことにな つてい ました。 なお 余裕が あ 

れば三 万メ— トルまで い つ て もよ いこと にな つてい ま 

した …… 」 

成層圏の いちばん 低い ところ は 一 万メ —， ^ル である 



上昇 シッッ ァリ、 タダ イマ 外部 ノ 気圧計 急 二 上昇 ヲハ 

ジメ、 早 クモ五 百 五 …… " 

五 百 五と いうと ころで、 文句 は 切れて いた。 

帆 村 はふし ぎそうな 顔で、 山 岸 中尉 を 見て、 

「この 続き はどうし たのです か」 

「その 続き はない のです。 無電 は そこで 切れて しまつ 

たのです」 

「はは あ、 そうです か」 

「どう 感じました。 ふしぎな 報告 文でしょう」 

「ええ、 まったく ふしぎで すね」 

帆 村 は、 竜 造 寺 兵曹長の 無電 を、 もう 一 度 読み かえ 



わかりません が、 この 電文が まちがいな いものと して、 

私が 考える こと は、 竜 造 寺 兵曹長の 遭難した 三 万メ— 

トル 近い 高空に おいて、 この 地上と ほとんど かわりの 

ない 空間が あると いう ことです。 これ はまる でお かし 

な ことばの ようです がね」 

帆 村 はふた たび 深い 息をついた。 

山 岸 中尉 は、 帆 村の 突飛な 観察に、 笑いだ しもせ ず、 

大きく うなずいて、 

「そういう ことになります ね」 

「山 岸さん、 私の ことばが 信じられます か」 

「信じます とも。 私が 竜 造 寺 兵曹長 を B じている のと 



山 岸 中尉 は、 さっそく その 三人 を 呼んで 来た。 一同 

は、 それと 感づいて、 みんな、 にこに こして いる。 

班長 は 集って 来た 一 同 を ずらり と 見渡し、 

せき 

「みんなに 報告す る。 噴射 艇ニ隻 で、 成層圏 偵察の 許 

可が 下りた ぞ」 

それ を 聞く と、 一同の 顔 は ぱっと 輝く。 

「彗星 一 号艇に は、 望月 大尉と 児 玉 班員と、 川上 少年 

電信 兵が 乗組む。 二号 艇には 山 岸 中尉と、 帆 村 班員と、 

山 岸 少年 電信 兵と が 乗組む。 目的 はもち ろん 竜 造 寺 機 

の 調査に ある。 指揮 は 望月 大尉が とる」 

班員 は in を 深く 嚙む。 



なかす ぐれた ロケット 機 だ。 

彗星 号の 形 は、 胴の 両側に 翼が ぁリ、 その 翼に は そ 

れぞれ 大きな 噴射 筒が ついている。 低空飛行の 場合 は 

この 形で 飛ぶ が、 高度が あがって くると、 両翼 は 噴射 

筒と ともに ぐっと 胴体の 方に よってき て、 ちょうど 爆 

弾の ような 形になる のであった。 形 を 見た だけで、 こ 

の 彗星 号が どんなに す) J い 性能 を も つ た 噴射 艇 である 

かが 察 しられる。 

出発 は 明後日の 午前 五 時。 

あと 一 日と ちょっと しか 時間がない。 研究 班 は 総員 

で その 準備に とりかかった。 噴射 艇の 出発 地点と いう 



艇内は 気密室に なって いる。 しかも 三重の 気密室で 

ある。 室内 は、 どんなに 高度 を あげても、 気温 や 温度 

が 大体 高度 三 四千 メ— トルと 同様な 状態に 保 たれ、 そ 

れ 以下に は 下らぬ ようになつ ている。 この 程度なら、 

空気 を きれ い に 洗う こと も、 酸素 を おぎなう こと も、 

また 室内 を 温める こと も、 それほど 大きな 消費 をし な 

いで、 艇は 長時間に わたる 航空に さしつかえないの だ。 

室内に は、 万 一 の 場合に 備えて、 気密 服 や 兜 も 用意 

して あるが、 ふつうの 場合 は、 気密 服 や 気密 兜 を 体に 

つける 必要 はなく、 飛行服 だけで よいの だ。 だから 初 

期の 成層圏 機に くらべて、 居 in はたい へん 楽であった。 



きっと 何 かの 形で、 手 ごた え を 見せて くれる にち がい 

ない と 考えた ので ある。 

高度 はついに 二 万 八 千メ— トルに 達した。 だが 異変 

は 起らない。 ノク トビ ジョン を 左右へ 振って、 前方 を 

注意して いるが、 なにも 見えない。 見える は 空ば かり _ 

空が 見えて いると いう だけの ことで、 もうこ こらに は 

くも ぎれ 

雲片ー つ ある わけで はなし、 すこぶるた よりない。 

高度 を 二 万 九 千まで あげてみ たが、 異変 はさら に 起 

ら ない。 

そこで 望月 大尉 は、 

「高度 二 万 八 千に 戻り、 水平飛行で 偵察 を 継続す るぞ」 



ば、 きっと 例の 魔の 空間に ぶっかる と 思われる。 

こうして 両機 は、 その 高度で 水平 偵察 を はじめた。 

はじめは 円 を 画き、 それから だんだんと 径を 大きく し 

て、 外側へ 大きく 円 を 画きつ づける の だ。 つまり 

らせんけ い 

螺旋 形の 航路 をと つて 探して いくので ある。 望月 艇と 

山 岸艇と は、 五十 メ— トルの 間隔 を 置いて 飛んで いた。 

地上の 時刻で いうと、 午前 九 時 四十 分 前後であった 

が、 とうとう 望月 艇が、 異変に ぶっかった。 

山 岸 中尉 は、 テレビジョンの 幕の 上に うつる 望月 大 

尉の 急信 号に より、 望月 艇が、 異変に ぶっかつ たこと 

て. H ず 

を 知った。 かねての 手 害に より、 山 岸 中尉 は、 目に も 



山 岸 中尉 は、 あぶら 汗 を べっとり とかいた。 操縦桿 

だけ は 放さなかった が、 艇 はもう 全く 彼の 思う とおり 

に は 動か なくなった。 

(もう 処置な しだ) 

と、 中尉 は 心の中で 叫んだ。 そのうちに 艇は 次第に 

安定 を 回復して きたよう に 思われた。 そこで 中尉 は、 

ふと 計器 盤の 速度計に 目をやった。 とたんに 彼 は、 

「あつ」 

と 叫んだ。 速度計が 零 を 指して いるで はない か。 噴 

射 機関に 異状 はない のに …… 。 高度計 はと 見れば、 い 

つの 間に か 零の 近くまで もどって いる。 竜 造 寺 兵曹長 



が 消息 をた つ、 その 直前に 打った 謎の 無電と 同じ 状況 

ではない か。 ああ、 あの 無電 …… 。 

" …… 高度 二 万 八 千メ— トル 二 達セシ トコ 口、 突然 轟 

音ト トモ ニハ ゲシキ 震動 ヲ受 ケ、 異状 二 突入 セリ。 噴 

射 機関 等 二 マツ タク 異状 ナキニ モカ 力 ワラ ズ、 速度計 

ハ零ヲ 指シ、 舵 器 マ タキ カズ。 ソ レニ ッヅキ 高度計 ノ 

指針 ハ急ニ 自然 二 下 リテ、 ホ トンド 零ニモ ドル。 気温 

ハ 上昇 シッ ッァリ …… " 

そうだ。 たしかに 暑苦しく なって きた。 

〃 …… タダ イマ 外部 ノ 気圧計 急 二 上昇 ヲ ハジメ、 早ク 

モ五百 五 …… ， 



「総員 戦闘 準備 …… 」 

山 岸 中尉 は、 いよいよ 来る ものが 来たと 思って、 戦 

うつ もり だ。 

「待った。 機長、 はじめから 戦う つもりで いたんで は、 

なりゆき 

こっちの 不利と なリ ますよ。 しばらく 成 行に まかせて 

みょうじ やないで すか」 

ま _リ よ 

「いや、 捕虜になる の は 困る」 

「捕虜と いう ことはないです よ。 あの 緑 人 ども は、 わ 

れ われ 地球人 類と 話 をしたがって いるの だと 思います。 

だから、 私たち を 大事に する に 違いありません」 

「どうかな あ」 



「僕たちから も 伺う ことがあ リ ますが、 返事 をして 

くださる でしよう ね」 

「はい。 返事 をし ます」 

「で、 君の こと を 何とよ ベば いいで しょうか」 

「わたくしで すか。 わたくし はココ ミミと いう 名で 

す」 

「ココ ミミ。 ああ、 そうです か」 

と、 帆 村 はこの 奇妙な 名前 を おぼえようと 努力し な 

、、ゝ ) 、 

力、 ら 

「では ココ ミミ 君。 君 は どこで 日本語 を 習った のです 



く 滅びる かもしれ ない の だ。 だから …… 」 

帆 村の ことば は 突然 中断した。 それ は 緑色の 怪物 三 

名が、 やにわに 帆 村に 組みつ いたから である。 それ は 

ごと 

電光石火の 如く あまりに はやく、 そばに 立って いた 山 

岸 中尉が、 帆 村の ために ふせぐ ひま もなかった ほど だ _ 

機長 ゆずらず 

りよ くき 

緑 鬼 どもに 組みつ かれた 帆 村 は、 まず 山 岸 中尉の 方 

へ 目で 合図す るのに 骨 を 折った。 山 岸 中尉の 顔 は、 緑 

鬼 どもに たいする 怒りに 燃えて いた。 が、 帆 村 は 「待 



きも つた ま 

たべ て も 同じ こと だと 胆玉 をす えた。 

(この 連中 は、 おれたちが ここへ 来る こと を 知ってい 

たという。 こっち はそんな ことと は 知らなかった。 や 

はり ミミ 族の 方が、 われわれ 人間より 智力が 上な のか 

な あ) 

山 岸 中尉 は、 たべながら そんな こと を 考えた。 山 岸 

兄弟が 食事 をして いるの を 見て 安心した もの か、 タル 

ミミ 隊員 は、 い つと はなしに 一 一人の 前から 姿を消して 

しまった。 

「兄さん。 あの 緑 人が みんな どこかへ 行って しまい ま 

したよ」 



「あれが 壁 だと するとお かしい ぞ。 前方が はっきり 見 

えたが、 透明な 壁 だとい うの か …… 」 

山 岸 中尉が、 熱心に 聞き かえす。 

「そうです。 もちろん 透明の 壁です。 ですから 『魔の 

空間』 が 前に 落ちて いても、 それが 見えなかった ので 

す」 

「そうすると、 白 根 村に、 『魔の 空間』 が 落ちた として、 

その 空間の 中にはな にも はい つ ていな かったんだろう 

ゝ I 

力 」 

「それ はもち ろん はいって いました。 『魔の 空間』 を 

動かす 一 種の ェ ン ジン も 備えつ けて あるし、 また ミミ 



帆 村荘六 は、 そういって 二人の 顔 を 見た。 

目に もとまらぬ ほど 速く 動き、 あるいは 回転し、 あ 

ち-つまく 

るい はまた 震動す る ものが、 人間の 網膜に うつらない 

という こと はほんと うだ。 帆 村が いうのに は、 「魔の 

空間」 という もの は、 おそろしく はげしい 震動 をして 

いる 物体で あるから、 目に は 見えず、 それで 透いて 見 

える の だとい うの だ。 自分の 目の前に 自分の 指 を 立て 

てみ る。 指 はよ く 見えて いる。 ところが この 指 を 左右 

に はげしく 動かして みる。 はげしく 動かせば 動かす ほ 

ど、 指 は 見えなくなる。 そして 向こうの ものが はっき 

り 見える。 その 理窟 だと、 帆 村 はいう ので ある。 



「ほう、 高速 運動 体 だから、 人間の 目に は 見えない と 

いうの か。 なるほど、 これ は 一 つの 理窟 だ。 扇風機の 

羽根 も、 廻り だすと 目に 見えなくなる が、 あの 理窟と 

同じ だとい う …… 」 

わかった ようで も あり、 腑 におち ないよう でも ある _ 

どこが 腑 におち ない のか。 

「で、 帆 村 班員、 なぜ、 『魔の 空間』 は そのよう に 高速 

運動 をして いるの か」 

腑 におち な いのは、 この 点 だ。 山 岸 中尉 はさつ そく 

帆 村に 質問 を 発した。 

ところが 帆 村 は 首 を 左右に 振り、 



ノ^ yTk ヽ o 

し 力る レ 

けつろ 

血路 は 一 つ 

山 岸 中尉 は、 帆 村の 説に 半信半疑で あつたが、 しか 

しさし あたり 帆 村の 説 を ほんとう として、 万事 やる よ 

り ほかない と 思った。 つまり この 「魔の 空間」 につい 

て も、 また ミミ 族に ついても、 彼よりも 帆村荘 六の 方 

が はるかに よく 観察して いるし、 考えの 深い こと も 尊 

敬に 値した。 

「なんとかして、 ここ を 脱出したい、 そして 一刻 も 早 



いった。 それが 帰って くる ころに は、 爆弾 は 全部 はこ 

びお わる はずであった。 

誰が 時間 を まちがっても、 この 脱出 計画 はう まくい 

かなくな るの だ。 

だが 幸いに も、 万事 すらすら といった。 

山 岸 中尉と 帆 村が、 最後の 爆弾 を かついで 艇を 出発 

するとき、 少年 は 竜 造 寺 兵曹長 を つれても ど つ てきた _ 

「あ、 山 岸 中尉 …… 」 

竜 造 寺 兵曹長 は、 山 岸 中尉の 姿 を 見る と、 感 きわま つ 

て、 足 を ひきずりながら 駆けよ ろうとす る。 それ を 中 

尉 は、 叱る ようにして 押しと どめ、 帆 村 をうな がして 



ミミ 族 は、 扉 を あけようと、 艇を 外から がんがん た 

たいている。 翼の 上に はい あがった 者 もい る。 艇 にぶ 

ら さが つ ている 者 も ある。 

しかし 山 岸 中尉 は 平気な 顔で、 計器 盤に はめこんで 

ある、 時計の 秒針の 動き を 見つめて いる。 

そのと きだった。 前方に 一大 閃光が 起った。 と、 そ 

の 爆風で、 艇は うしろへ 押し もどされた。 

「出発 —— 」 

たたきつける ような 山 岸 中尉の 声。 がくん と ハンド 

ルは 引かれ、 スロット (飛行機の 両翼に ある 墜落 を ふ 

せぐ 仕掛) は 変えられた。 気 をう しなう ほどの はげし 



兵曹長が 叫んだ。 

「おい」 

「見張 報告。 右舷 上下 水平、 異状な し。 左舷 上に 小さ 

な 火光 あり。 追跡 隊か とも 思う。 そのほか 異状な し」 

「了解。 その 小さい 火光に 警戒 をつ づけよ」 

「はい」 

山 岸 中尉 は、 暗視 器 を その 方へ むけて、 倍率 を 大き 

くして みた。 まだ はっきりと 形 は 見えなかった。 が、 

とにかく 星の 光で はなく、 別の 光源であった。 あの あ 

たりが、 さっき 脱出した 「魔の 空間」 の ある 場所 かも 

ぎ ± 1 つかく 

しれない。 方位角と 仰角と では かってみ ると、 だい 



たいその 見当で ある。 

山 岸 少年が、 報告に もどって きた。 

「機長。 尾部の 漏洩 箇所 は、 大小 六箇 であります。 大 

きいの は、 径 五十 ミリ、 小さ いのは 十三 ミリ。 帆 村 班 

員 は、 瓦斯 溶接で 穴 をう めて おります。 もうす ぐ 完成 

しま T9」 

「うむ」 

この 方 は、 うまくいきそう である。 山 岸 中尉 は、 ほつ 

と 一息つ いた。 

しばらく すると、 帆 村が もどって きた。 

「機長、 もどりました」 



と、 帆 村 は 言いに くそう にして いたが、 やがて 言つ 

た。 

「艇の 外廓に、 ひびが はい つ ている ように 思う のです」 

「外廓に ひびが …… 」 

し ゆ ぅぜ ん 

中尉 はお どろいた。 もしそう だとす ると、 修 || の 

方法がない の だ。 どうして 外廓に ひびが はいった の だ 

ろうか。 やはり、 あのと きにちが いない。 

艇が 「魔の 空間」 を 爆破して、 その 爆破 孔を とおり 

ぬける とき、 やっぱり 自分の 仕掛けた 爆発物の ため、 

外廓に ひび を はいらせた のにち がいない。 

「もちろん、 それ はい まのと ころ、 わずかな 隙間 を 作つ 



思わざる 危難が ふりかかった。 しかも その 危険 は 

刻々 に 大きくな ろうとして いるの だ。 

なんという 気持の わるい ことだろう か。 

「よし、 わかった。 あと はおれに まかして もらおう」 

と、 山 岸 中尉 は、 歯切れの いいこと ばで 言った。 そ 

れに つづいて、 中尉 は 胸の 中で 叫んだ。 

(空中 勤務に、 予期し ない 困難が、 あとから あとへ と 

起る の は、 有りがち のこと だ。 これく らいの ことに、 

腰 をぬ かしてた まる か。 危険よ、 困難よ、 不幸よ、 さ 

やまと 

あくるなら いくらで もこいだ。 われら 大和民族 は、 き 

さまた ちに とつ て は少々 手 ごわ ぃぞ) 



きた わけ じゃあるまい。 なに か 物資 をと りか えつこし 

たいとい うんだろう。 そんなら こ つ ち も ミミ 族の ほし 

い 物 を だして やって、 交易 を やったら いい じ やない か- 

喧嘩腰 はよ して、 まず ミミ 族の 招待 会 を 開いて、 酒で 

もの ませて やったら どう だ」 

「そうだ、 そうだ。 ミミ 族 だって、 地球人 類 だって 同 

じ 生物 だ。 話せば わかる にちがいない。 ひとつ 訪問 団 

を こしらえて、 ミミ 族の 代表者 を 迎えに い つ て はどう 

ゝ I 

力」 

「それが いいな あ。 とりあえず 僕 は、 ミミ 族に おくる 

みやげ もの 

土産 物 を 用意す るよ」 



こんな 連中 も、 多くで はない が、 のさば リ でた。 だ 

が、 この のんきな 連中 は、 まもなく 大きな 失望に 見舞 

それ は ミミ 族の 一 隊が 突然 カナダの ある 町に あらわ 

れて、 その 町 を、 住民) J とすつ かリ 天空へ さらって いつ 

てし まった という、 驚くべき 事件が 起った からで あつ 

た。 

もちろん 警察 飛行隊 はすぐ 出動して、 嵐に まう 紙屑 

のように、 天空に 吸い あげられ ていく 町の 人々 や、 木 

や、 家 や、 牛 や、 馬 や、 犬な どの あと をお いかけた。 

しかし 一 時間ば かりす ると、 どの 飛行機 もも どって き 



「いま、 二種 だけ 用意して あります。 一 つ は 怪力 線 砲 

です。 これ は ごぞんじ のとお リ、 短い 電磁波 を 使った 

もの。 もう 一 つ は 音響 砲です」 

「音響 砲、 それ は 初耳 だな あ」 

左 倉 少佐 は、 山 岸 中尉と 顔 を 見 あわせる。 

「班長、 その 音響 砲 は、 帆 村 君の 最近の 発明 兵器です _ 

なかなか 有効です」 

山 岸 中尉が にこに こして 言 つ た。 

「私の 発明した ものに は 違いありません が、 大した も 

のではありません。 要するに 特別の 音響が、 ホ— スか 

ら 水が とびだす ように、 一本に なって 相手に かかる の 



と、 帆 村 は 命令して、 「魔の 空間」 にどん な 変化が お 

こる かと、 目 を 皿の ようにして 見つめて いた。 が、 三 

十 秒、 一分、 一分 三十 秒と たっても、 「魔の 空間」 は、 

なんの 変化 も 示さず、 あいかわらず ゆっくりと 下降 を 

つづけて いるで はない か。 

(だめ だ。 怪力 線 砲 は 効果な しだ) 

帆 村 はそう 思 つ た。 

「隊長、 音響 砲で 砲撃 を …… 」 

そういって、 帆 村 は 竜 造 寺 兵曹長に 命令した。 

「音響 砲、 撃ち方 はじめ」 

砲撃 はすぐ はじまつ たが、 光 も 見えなければ、 音 も 



いなさい、 サイ クロ 銃の すごい 透過 力 を …… 」 

こう 言った 帆 村 は、 銃 を 肩に つけ、 引金 を ひいた。 

しゅうん という かすかな 音が 聞え はじめた と 思う と、 

目の前に 小山の ように 横たわつ ていた 「魔の 空間」 の 

ちう もラ 

一点から、 煙の ような ものが 濛々 と あがり だした。 

「見て いるか、 兵曹長。 『魔の 空間』 の 壁が さけて ゆく 

…：- J 

なるほど、 そのと おりだ。 鯨の 腹に、 磨きす ました 

刀 を さしこんで 引き まわす ように、 濃 緑 褐色の 「魔の 

空間」 の 壁が、 煙の あがって いると ころで、 すうす う 

引き さかれ、 そして 引き さかれた あとの 黒い 条は、 ず 



が はじま つたので ある。 

「魔の 空間」 の 材料に 関する 試験と、 研究が 進められ 

た。 また ミミ 族の 一 人 一 人 を 解剖して、 その 正体 を さ 

ぐった。 この 前 は、 解剖の 寸前に 逃げられて しまった 

が、 こん 度 は 宇宙線 を 遮蔽した、 特別の 構造 を 持った 

解剖 室で 行った ので、 逃げられる 心配はなかった。 

この 解剖 は、 人体の 解剖と ちがい、 メスの かわりに、 

ドリル (孔を あける 機械) や 酸 水素 高温 焰器 や、 火花 

焼 切 器な どの 工作機械が 使われ、 解剖 台の 上に、 赤い 

血液が 流れる かわりに、 ミミ 族の 体から 精巧な 金属製 

の 部品が 取り はずされて ならべられた。 だから、 す こ 



しも 血 なまぐさい 感じが しなかった。 

「じつに 巧妙に できた 機械 人体 だ」 

と、 帆 村 は 所員の 顔 を 見 まわして 言った。 

「しかし ミミ 族 は、 単なる 機械 人体で はない。 この 機 

械 人体 を 動かして いるもの こそ、 ミミ 族の 正体 だ。 つ 

まり ミミ 族の 正体 は、 もっと この 内部に あるの だ。 さ 

あ、 さらに 解剖 をつ づけよう」 

まの ぢ 

所員 は、 ドリル を 取り上げ、 酸 水素 高温 焰 器の 焰を 

針の ように 細く し、 さらに ミミ 族の 解剖 を 奥へ 進めた。 

おどろ 

やがて 愕 くべき ことが わかった。 

「ほら、 体の 中 は、 がらん！ p: です ぞ」 



られる ほどの 僅かな 分量の もので しかなかった。 

だが このと き、 思いがけない ことが 起った。 それ は、 

そ の 真 赤な 硬 い 藻 を 両手 です くいあげた その 所員 は、 

急に 両手 を ふるわせ、 悶絶して しまった。 

そこで 研究 は そっちの けで、 この 所員に たいし、 応 

急 手当が 加えられた。 幸いに 彼 は 間もなく 息 を ふき か 

えした が、 その 語る ところに よると、 両手が ち 切れ そ 

うな 苦痛 を 感じた という。 彼に は 見せなかった が、 

まうた..：， おおや， ど 

繃帯で 包まれた 彼の 両手 は、 大火 傷 をした ように はれ 

あがり、 骨 はぐに やぐに やにな つていた。 真 赤な 硬い 

藻が、 おそるべき 力 を ひめて いる ことが、 こうして 発 



球 人類に は 見えない はずの 「魔の 空間」 に 衝突 もせず、 

宇宙 戦隊が ゆうゆうと 天空 を 飛び 廻る ので、 地球人 類 

が 早く も 新しい 光学 兵器 を 作った こと を 察し、 地球人 

類の 智力 もば かになら ない こと を さとったら しいので 

ある。 そのため か、 三日 目 あたりから、 「魔の 空間」 は 

次第に 数 を 減じて いった。 ミミ 族 は 後退 を はじめたら 

じ ヽ 。 

！ - レ 

こうして 期限の 五日 目に なった が、 その 朝に なって 

みると、 地上から 見る ことので きる 「魔の 空間」 は、 

ただの 一箇と なった。 それ は 静かに 降下しつつ あった。 

よく 見て いると その 「魔の 空間」 の 下に、 小さな 旗が 



大きい。 

だが 帆 村 は、 すこしも その 功 を 誇らなかった し、 や 

れ やれと 安心の 色 も 示して いなかった。 彼 はこう 言う 

のであった。 

「まあ、 こんな わけで、 ミミ 族 は 弱点 をお さえられ、 

一応 退去し ましたが、 これでもう、 二度と 地球へ やつ 

てこない とはいえ ません よ。 いやいや、 きっと 彼ら は、 

ふたたび 来襲す る ことでしょう。 今回に こりて、 彼ら 

はもつ ともつ と 強力な 準備 をし、 これ だけの もの を 

持って いけば、 必ず 地球人 類 を 制圧で きる という、 自 

sie のつ いたと ころで 来寇 する でしよう。 油断 はなら な 
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